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ご挨拶

皆様ご承知のように、健康食品が消費者に正しく使われ、国民の健康増進に寄与することが、

結果として業界の健全な発展につながっていきます。中でも、ヘルシーエイジングという概念

のもと、健康寿命の延伸に寄与することは業界の重大な使命の１つです。

この使命を果たすためには、産業界の努力のみならず、機能性に関する適切な表示と、それ

に伴う消費者の正しい理解、つまり、制度の在り方が重要になります。

2015年には機能性表示食品制度がスタートしましたが、健康寿命と深く関わるビタミンにお

いては、栄養機能食品制度の基本的な枠組みが変更されておりません。この状況を受け、昨年、

健康食品産業協議会が実施したアンケートでは、多くの企業が、国民の健康増進への寄与に向

けて栄養機能表示食品制度の改定を望んでいるという結果が示されました。同時に、現行の制

度では、表示内容をはじめ、消費者・事業者双方にとって、魅力に乏しいという声も多く寄せ

られております。

そうした声に対して行政の理解を得るには、我々業界側が制度の在り方を模索し、示してい

く必要があります。そこで本フォーラムでは、FDA担当官やEFSAの元担当官らにご講演いただ

き、国際的にビタミンがどのように扱われているのか、三次機能をはじめとする最新のエビデ

ンスをどのように制度に組み込み、消費者の健康増進に寄与しているかを伺います。そして、

国際動向と比較しながら、日本における、国民の健康増進に資するためのビタミンの取扱い方

について議論していく予定です。

本フォーラムの開催により栄養機能食品の制度改定を推し進め、業界の使命を果たすことで、

業界のイメージ向上、ひいては、業界全体の市場拡大につなげてまいりたいと考えております

ので、本フォーラムの趣旨に御賛同いただき、御参加くださいますよう、お願い申し上げます。

平成30年6月吉日

ビタミンフォーラム2018実行委員会
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後援団体特別枠

ご後援いただいている各団体の所属会員に向けて、以下の通り参加枠をご用意しております。

■セミナー 5,000円／1名

※レセプションご参加希望の場合は、1万円/1名（税抜き）が追加となります。



開催概要

名称 ： ビタミンフォーラム2018

日時 ： ２０１８年６月２５日（月）
セミナー 13：00～18：00（予定）

懇親会 18：20～20：20（予定）

会場 ： セミナー 六本木アカデミーヒルズタワーホール（東京都港区六本木6丁目10番1号）

懇親会 六本木ヒルズクラブ（同上）

主催 ： ビタミンフォーラム2018実行委員会

後援 ： 一般社団法人 健康食品産業協議会、特定非営利活動法人 日本抗加齢協会

公益社団法人 日本通信販売協会、日本チェーンドラッグストア協会、

一般社団法人 国際栄養食品協会、公益社団法人 日本ビタミン学会

主テーマ ： ヘルシーエイジングのためのビタミン摂取とは？

概要 ： 産業界が、ヘルシーエイジングに貢献して健全な発展を遂げるために、ビタミン

の取り扱いはどうあるべきか。 FDA担当官やEFSAの元担当官らにご講演いただき、

諸外国の制度、特に三次機能の取り込み方を伺いながら、日本のあるべき姿を

模索します。

海外講師 ：・FDA, Nutrition Science Evaluation Team, Office of Nutrition and Food 
Labeling, CFSAN

Dr. Essie Yamini ※Webinar

・元EFSA, Chair of Panel for Dietetic Products, Nutrition and Allergies
(現Professor in Nutrition in the School of Food and Nutrition Sciences,  University College, Cork)

Dr. Albert Flynn

・元EC DG-SANTE, Head of EC Food Law unit 
（現Basil Mathioudakis Consulting, Food legislation and nutrition）

Dr. Basil Mathioudakis

国内ご来賓 ：・消費者庁 食品表示企画課 課長補佐 芳賀 めぐみ 氏

来場見込み ： セミナー 約250名

懇親会 約150名

メディア来場 ： 20名程度
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プログラム（予定）

開催挨拶

13:00-13:05 一般社団法人 健康食品産業協議会 会長 木村 毅 氏

講演：ヘルシーエイジングにおける栄養の重要性

13:05-13:25 Professor for Healthy Aging, University Medical Center, Groningen, the Netherlands 

Dr. Manfred Eggersdorfer

13:25-13:45 国際医療福祉大学 教授、山王メディカルセンター女性医療センター長 太田 博明 氏

来賓講演：欧米におけるヘルスクレームの活用事例と法規制

13:45-14:05 栄養に関するレギュレーション - 日本と米国の比較(仮)

一般社団法人国際栄養食品協会 理事長 天ケ瀬 晴信 氏

14:05-14:25 日本におけるビタミンの表示制度と、今後の取り組み（仮）

消費者庁 食品表示企画課 課長補佐 芳賀 めぐみ 氏

＜休憩10分＞

14:35-15:05 EUにおけるビタミンのレギュレーション；安全性とヘルスクレーム

元EC DG-SANTE, Head of EC Food Law unit 
（現Basil Mathioudakis Consulting, Food legislation and nutrition）

Dr. Basil Mathioudakis

15:05-15:35 EUにおけるビタミンの安全性とヘルスクレームの科学的評価

元EFSA, Chair of Panel for Dietetic Products, Nutrition and Allergies
(現Professor in Nutrition in the School of Food and Nutrition Sciences,  University College, Cork)

Dr. Albert Flynn

15:35-16:05 米国の法規制に基づくヘルスクレームの表示

（Webinar） FDA, Nutrition Science Evaluation Team, Office of Nutrition and Food Labeling, CFSAN  

Dr. Essie Yamini

＜舞台転換5分＞

パネルディスカッション：日本におけるビタミン表示のあり方

17:05-17:50 パネルディスカッション

モデレーター 一般社団法人健康食品産業協議会 会長 木村 毅 氏

登壇者 特定非営利活動法人 日本抗加齢協会 副理事長 森下 竜一 氏

森下仁丹株式会社 社長 駒村 純一 氏

日本チェーンドラッグストア協会 第三事業部 部長 横田 敏 氏

閉会挨拶

17:50-17:55 特定非営利活動法人 日本抗加齢協会 副理事長 森下 竜一 氏 3

16:10-16:55 パネルディスカッション「欧米における食品表示制度。日本の機会とは？」

モデレーター 一般社団法人 健康食品産業協議会 会長 木村 毅 氏

登壇者 Dr. Albert Flynn,   Dr. Basil Mathioudakis,   Dr. Essie Yamini

＜休憩10分＞
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ご参加申込書

年 月 日

企業名

部署

役職

御名前

御電話番号

Eメール

御所属団体

■セミナー御出席 代表者

※ご記載いただいた情報は、本フォーラムに関する目的以外で使用いたしません。

※お支払いは、当日、会場にてお願しております。領収書の発行をご希望の場合は、上記チェックボックスにチェックを入れていただき、

当日受付にて、領収書ご希望の旨をお伝えください。

※座席数に限りがございますので、お早めにお申込みください。

※ご参加申込締め切り：6月20日（水）

※ご参加をご希望の場合、本お申込書を下記事務局までお送りください。メールにてお申込完了のご連絡をいたします。

■お申込み先 FAX：03-5575-3222
■お問合せ先 ビタミンフォーラム2018事務局（アズ・ワールドコムジャパン株式会社内）

担当者：西平、水谷 TEL：03-5575-3221 Email：VF2018@azw.co.jp

部署名

御名前

■セミナー御出席 同伴者

□上記と同じ

御名前

■懇親会 御出席（全員分のお名前をご記入ください）

■お申込み人数

セミナー（5,000円/1名） 名

懇親会 （10,000円/1名） 名 □ 領収書希望


